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状況を知るうえでは参考になる［Trần Văn Giàu 











































（Archives nationales d’Outre-mer: ANOM）に所蔵さ
れたインドシナ総督府（Gouvernement Général de 
l’Indochine: GGI）の旧史料群（Anciens Fonds: AF）
とトンキン理事長官府（Résidence Supérieure au 
Tonkin: RST）の 新史料群（Nouveaux Fonds: NF）
およびベトナムのハノイ国家第I文書館（Trung 
Tâm Lưu Trữ Quốc Gia I-Hà Nội: TTLTQG-I）に所蔵
されたハノイ市史料群（Fonds de la Mairie de la 
ville de Hanoi: FMH）の未公刊行政史料をおもに
利用した。引用史料の出所は略称で，文書館，
史料分類，史料群，請求番号の順に表記した













成 っ た。 ハ ノ イ 省 は， 壽 昌 県（huyện Thọ 
Xương）と永順県（huyện Vĩnh Thuận）の 2つの

























林（Phúc Lâm），同春（Đồng Xuân），順美（Thuận 
Mỹ），東壽（Đông Thọ），永昌（Vĩnh Xương），安













































”（Tăng Long） ま た は 俗 名 で
“市












総 位置 区 区内の歴史モニュメント
福林 旧市街北部 1区 ホエニャイ寺（chùa Hòe Nhai）石碑
順美 旧市街西部 2区 花禄神社（đình Hoa Lộc）
同春 旧市街北東部 1,	3 区 東河門	（Đông Hà Môn）
東壽 旧市街東部 3区 白馬祠（đền Bạch Mã）
永昌 旧市街南西部 4,	6 区
李國師祠	（đền Lý Quốc Sư），
玉山祠	（đền Ngọc Sơn）
安和 南西部 6区 文廟	（Văn Miếu）
金連 南部 7区 　　　　　　─
清間 南東部 5,	8 区
二徴祠（đền Hai Bà）石碑，　
或隆祠（đền Hàm Long）など






















































































































ス帰化人 1275 人，インド人 492 人，日本人 53
人，アメリカ国籍 3人，その他のヨーロッパ国
籍 99 人，華僑 4008 人，シャム人 3人，安南人
13 万 6833 人，明郷 313 人，コーチシナ人 364
人，ラオス人 9人，合計 14 万 8633 人であった。
なお，ハノイの人口推移は，現地人が 1890 年
2 万 1076 人，1921 年 6 万 8709 人，1936 年 13
万 7510 人，フランス人が 1896 年 806 人，1913
年 1922 人，1936 年 5944 人であった［TTLTQG-




［Fayet 1939, 27］。その詳細は，⑴ 1 区の東側：
59 ヘクタール，人口 7650 人，⑵ 2，3区およ
び 4区ホアンキエム湖西側：128 ヘクタール，
人口 5万 7000 人，⑶ 1区西側の総督府周辺・4
区ホアンキエム湖東側・5区および 6区のハノ
イ駅東側：376 ヘクタール，人口 2万 6250 人，
⑷ 6 区ハノイ駅西側と 7，8区：382 ヘクタール，











































ハノイは 19 世紀末～20 世紀初頭に行われたイ
ンフラ整備によって「異なる街区同士が『糊付
け』され，その境界部分は『触媒』の役割を果











































11～16 パーセントを占めた［Ville de Hanoi 1920; 




































政的に管理した［GGI 1905, 51-52］。1915 年 11
月 23 日のハノイ市条例によれば，市場で営業
するには営業税と席料（droits de place）を支払




漬けエビ 0.08 ピアストル，ヌオックマム 0.10



























［Teston et Percheron 1931, 732］（注13）。評議員は，比
較的大きな企業の経営者から選出された。たと
えば，少なくとも 1929 年から 34 年の間，現地
人評議員の中にソン・スアン・ホアン（Song 
Xuan Hoan）やヴー・ヴァン・アン（Vu Van An）
の名がみられたが，彼らはいずれも当時屈指の
大企業家として名を馳せた人物であった ［CCH 
1929-1934 ; Teston et Percheron 1931, 782］（注14）。





















てみよう［ANOM, RST, NF, 2833; 2836; 2838; 2839; 
2841］。
まずフランス人の選挙人について，その数は
1930 年 133 人，1934 年 160 人，1938 年 170 人，









1930 年 140 人，1934 年 420 人，1938 年 444 人，
1940 年 588 人と推移した。1934 年以降，その
数はフランス人の 3倍近くに増加している。い











1929 年の名簿には登録者 140 人それぞれの年
齢が記載されていた。これを年齢別に分類する
と，29 歳以下（1900 年以後生まれ）が 9人（6.4
パーセント），30～39 歳（1890～99 年生まれ）が
50 人（36 パーセント），40～49 歳（1880～89 年
生まれ）が 49 人（35 パーセント），50～59 歳
（1870～79 年生まれ）が 22 人（16 パーセント），








また，1929 年から 40 年の間に連続して名簿
に記載された者を抽出・分類すると，11 年間：
30 人，10 年間：7人，9年間：67 人，6年間：






































































次に「製造業」が 22 パーセント（1191 人）と
多く，その他は「サービス業」が 11 パーセン
ト（582 人），「自由業」が 2パーセント（155 人），


























　職種 男 女 　職種 男 女
①食品 247 405 ①食品 34 6
②原材料 99 157 ②原材料 201 2
③繊維・衣類 171 135 ③繊維・衣類 647 29
④指物 32 19 ④指物 40 4
⑤金物・陶器 68 68 ⑤金物・陶器 9 1
⑥雑貨品 35 34 ⑥雑貨品 53 6
⑦装身具 21 74 ⑦装身具 22 2
⑧機具 46 11 ⑧機具 14 0
⑨祭礼具 26 48 ⑨祭礼具 2 2
⑩書籍・文具 26 25 ⑩出版 17 2
⑪薬 95 47 ⑪製薬 3 1
⑫屋台 70 279 ⑫修理 94 0
⑬卸売 55 354 男女別計 1,136 55
男女別計 991 1,656 合計 1,191
合計 2,647
⑷「自由業」
⑶「サービス業」 　職種 男 女
　職種 男 女 　 － 155 0
①各種サービス 191 0
②ホテル・飲食業 69 51 ⑸「兼業」
③請負業 65 0 　職種 男 女
④運輸業 32 0 　 － 404 267
⑤貸業 133 41 　合計 671
　男女別計 490 92
　合計 582 総計　男2,772	＋	女1,803	=	5,246
























ス人 5944 人，その他 102 人であった。職業分
類においては，「商業」と「サービス業」が全
体のそれぞれ 36 パーセント（28 人）と 46 パー
セント（36 人）を占めた。「サービス業」の③









［松沼 2012, 155］。なお，1936 年のハノイには日












東京華僑總商会」（Chambre de commerce chinoise 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































44 23 34 14 95 38 44 81 48 31 37
49 19 28 10 54 20 22 38 22 13 15

































































































は指物師 3～18 人が雇用されていた［ANOM, 
RST, NF, 2960］（注19）。同じく旧市街のかご通りの
安南人経営ガラス製造・販売店 5店の雇用状況
をみると，鋳造工 1～20 人，ガラス吹き工 6～
12 人，研磨工 2～8人，販売員 4人，徒弟 9～
17 人が雇用されていた。同じ通りの華僑経営
ガラス製造・販売店 3店は，鋳造工 1人，ガラ







































































た［ANOM, RST, NF, 2960］（注21）。




れられた［ANOM, RST, NF, 2960］。このとき，
ゼネストを行った労働者のように，経営者も同










している［ANOM, RST, NF, 2960］（注22）。その数を
区ごとに分けて示すと，1区に4店，2区に10店，



























































































































































1936 年 12 月 30 日に発布されたインドシナ労
働法は，手工業労働者の労働と雇用を規定する
ことになったが，この法令はあまり順守されな
































































Thống nhất Dân chủ Đông Dương）の呼称が，1938


























ティ・ニャム・トゥエット 2010,  65, 91］。
（注 12）ただし，私娼のように闇で営業する
者も多く，1930 年の警察の報告によればその数
は 3000 人以上，あるいは 5000～6000 人ともい























年にそれぞれ 3万 4000 人と 6万 6000 人，ハイ
フォンの華人数は 1923 年に 1万 3538 人，1932
年に 1万 9000 人であった［満鉄東亜経済調査局 







（注19）Enquête sur les conditions de travail et 
salaires des ouvriers dans les verreries de Hanoi. 
Service de la Sûreté du Tonkin (le 19 décembre 
1936).
（注20）Traduction sommaire d’un écrit en quôc-
ngu (revendication des tailleurs d’habit) remis au 
Commissaire Central par l’un des grévistes.
（注21）Note confidentielle N°1110-S du 27 
janvier 1937. Service de la Sûreté du Tonkin.
（注22）Note confidentielle N˚645-B du 18 janvier 
1937 （およびN˚697-S du 19 janvier 1937）. Service 
de la Sûreté du Tonkin.
（注23）Lettre adressée le 1er février 1937 au 




研 究 所 訳　 栗 田 書 店（International Labour 
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